
1

を
来
年
秋
に
廃
止
し
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
聞
各
社
は
一
斉
に
報
道
し
、

健
康
保
険
証
と
の
ひ
も
付
け

に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し

た
。
案
の
定
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
の
で
す
。

医
療
現
場
で
は
、
操
作
が

わ
か
ら
な
い
方
へ
の
対
応
で

も
、
カ
ー
ド
に
触
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
カ
ー
ド
を
失
く
し
た

と
言
っ
て
来
ら
れ
て
も
責
任

が
持
て
な
い
か
ら
で
す
。

介
護
現
場
で
は
、
紙
の
保

険
証
を
預
か
っ
て
い
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
預

か
れ
ず
、
暗
証
番
号
を
管
理

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

他
人
と
の
ひ
も
付
け
や
、

カ
ー
ド
の
紛
失
、
暗
証
番
号

の
失
念
等
も
起
き
て
い
ま
す
。

■
皆
保
険
制
度
が
…

誰
も
が
平
等
に
保
険
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
国

民
皆
保
険
制
度
の
保
険
証
は

個
人
に
届
け
ら
れ
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
は
任
意
な
の
で
、
自
分
で

申
請
し
ま
す
。
任

意
の
健
康
保
険
証

で
は
皆
保
険
制
度

と
は
到
底
い
え
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
が
…

さ
ら
に
カ
ー
ド
の
申
請
率

は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
へ
の
補
助
金
の
交
付

の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
進
め
る
デ
ー
タ
連

携
基
盤
で
は
、
個
人
情
報
を

本
人
の
同
意
を
経
ず
に
匿
名

加
工
し
た
上
で
民
間
事
業
に

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
は
、

「
本
人
の
同
意
が
前
提
で
、

慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
情
報
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

１
億
２
千
万
人
の
あ
ら
ゆ

る
情
報
の
ひ
も
付
け
と
顔
認

証
で
、
全
国
民
を
管
理
す
る

体
制
が
出
来
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。

２
５
年
３
月
稼
働
停
止
を

控
え
、
燃
や
す
ご
み
の
減

量
を
迫
ら
れ
て
い
る
鎌
倉

市
。
市
は
新
た
な
焼
却
施

設
の
建
設
計
画
を
中
止
し
、

逗
子
市
と
の
広
域
処
理
や

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
を

行
う
方
針
で
す
。

市
長
が
有
料
化
と
戸
別

収
集
と
一
体
で
実
施
し
よ

う
と
し
た
の
は
２
０
１
１

年
。
戸
別
収
集
は
当
時
４

億
４
千
万
か
か
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
75
％
が
反
対
。

議
会
も
有
料
化
と
の
一
体

実
施
に
反
対
し
、
有
料
化

だ
け
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
市
は
全
国
ト
ッ
プ

の
資
源
化
率
を
誇
る
自
治

実
施
し
た
地
域
で
は
「
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
施
行
前

よ
り
増
え
た
地
区
も
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
市
長
は

戸
別
収
集
実
施
に
つ
い
て

計
画
の
考
え
方
の
基
と
な

る
「
鎌
倉
市
に
お
け
る
戸

別
収
集
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
を
廃
棄
物
減
量
化
及

び
資
源
化
推
進
審
議
会
に

諮
問
し
、
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

松
尾
市
長
の
ご
み
政
策

の
迷
走
か
ら
鎌
倉
市
の
焼

却
施
設
は
な
く
な
り
ま
す
。

逗
子
市
で
の
焼
却
を
お
願

い
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
が
必
要
で
、
名
越
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
近
隣
住

民
に
建
設
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
逗
子
市
の
焼
却

炉
規
模
か
ら
燃
え
る
ゴ
ミ

の
受
け
入
れ
は
１
万
ト
ン

の
制
限
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
資
源
化
減
量
化
が
必
要

で
す
。

減
量
の
た
め
、
生
ご
み

の
資
源
化
施
設
を
今
泉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
住

民
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
住
民
は

反
対
し
て
お

り
見
通
し
は

た
っ
て
い
ま

せ
ん
。

環
と
し
て
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る

遊
具
を
備
え
た
「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
」
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
鎌
倉

海
浜
公
園
（
由
比
ガ
浜
）

の
公
園
改
修
に
つ
い
て
は
、

広
場
を
利
用
す
る
皆
さ
ん

か
ら
再
検
討
を
求
め
る
意

見
が
で
て
い
ま
し
た
。
市

は
改
め
て
検
討
し
、
６
月

議
会
に
設
計
等
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

高
野
議
員
は
建
設
常
任

委
員
会
の
審
査
で
、
再
検

討
に
よ
る
遊
具
配
置
等
の

イ
メ
ー
ジ
が
分
か
ら
な
い

画
像
の
資
料
が

提
出
さ
れ
ま
し

た
。
海
浜
公
園

の
西
側
約
４
分

の
１
に
遊
具
等

が
今
年
度
中
に

配
置
さ
れ
ま
す
。

鎌
人
い
ち
場

な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
広
場
を
活

用
す
る
こ
と
へ

の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
ほ
か
、

遊
具
と
遊
具
の
間
の
空
地

の
利
用
も
可
能
に
な
る
設

計
に
す
る
な
ど
配
慮
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
臨
調
の
旗
振
り
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
デ
ジ
タ

ル
規
制
改
革
」
。
中
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
定
は
、
医

療
・
介
護
の
現
場
や
障
が
い
者
の
方
々
か
ら
、
保
険
診
療
が

必
要
な
人
が
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
と
多
く
の
異
論
が
出
さ

れ
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
…

14万９千人

和５年５月末で
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昨
年
12
月
に
新
庁
舎
の
位
置
条
例

が
議
会
で
否
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
市

長
は
市
民
と
の
懇
談
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
「
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
は

変
更
し
な
い
。
設
計
段
階
で
考
え
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
学
校
整
備
計
画
や
公
共

施
設
再
編
計
画
の
見
直
し
、
市
庁
舎

現
在
地
利
活
用
基
本
計
画
策
定
な
ど

大
変
重
要
な
計
画
策
定
等
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
の
姿
勢
、
公
共
施
設
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

深
沢
ま
ち
づ
く
り
地
域
に
市
役
所

と
消
防
署
の
合
築
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

大
船
消
防
署
と
深
沢
出
張
所
を
な
く

す
計
画
で
す
。
理
由
は
小
袋
谷
跨
線

橋
の
完
成
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ

る
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
は
「
消
防
指
針
に
基
づ
い
て

８
分
で
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

直
線
距
離
２
・
５
キ
ロ
範
囲
を
警
戒

区
域
と
し
、
市
内
全
域
を
包
含
で
き

る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
大
船
、
深

沢
消
防
を
廃
止
し
て
も
対
応
で
き
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と

は
最
優
先
で
あ
り
、
大
船
消
防
署
を

廃
止
し
て
い
い
の
か
、
深
い
検
討
と

市
民
へ
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

大
船
、
鎌
倉
体
育
館
、
鎌
倉
海
浜

公
園
プ
ー
ル
を
集
約
し
、
深
沢
ま
ち

づ
く
り
地
域
に
総
合
体
育
館
を
造
る

計
画
で
す
。
鎌
倉
体
育
館
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
が
あ
る
こ
と
か
ら
個
人

利
用
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
一
極
集
中
で
な
く
、
少
な
く

と
も
大
船
、
鎌
倉
地
域
に
体
育
施
設

を
残
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

行
政
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
機
能
を
本

庁
舎
に
集
約
す
る
計
画
で
は
、
市
民

の
声
や
議
会
で
の
追
及
か
ら
、
市
長

は
鎌
倉
、
深
沢
、
大
船
行
政
セ
ン
タ
ー

支
所
の
窓
口
機
能
は
残
す
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
腰
越
、
玉
縄
の

窓
口
廃
止
方
針
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
い

コ
ン
ビ
ニ
で
証

明
書
等
が
発
行

で

き

る

の

で

「
窓
口
業
務
」

は
本
庁
舎
に
集

約
、
縮
小
の
方

向
で
す
。
窓
口

業
務
は
、
住
民

の
重
要
な
場
面
に
お
い
て
最
善
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
行
政
セ
ン
タ
ー
の
充
実

こ
そ
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５
地
域
に
「
地
域
拠
点
校
」
を

造
り
行
政
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
。
図
書

館
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
支
所
の
地
域

支
援
事
業
機
能
及
び
老
人
セ
ン
タ
ー

等
を
合
築
す
る
方
針
で
、
延
べ
床
面

積
を
26
・
６
％
減
ら
す
計
画
で
す
。

小
中
学
校
で
は
少
人
数
学
級
の
拡

大
や
不
登
校
対
策
等
で
空
き
教
室
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
老
朽
化
し
た
学
校
整
備
を
計
画

的
に
進
め
、
「
拠
点
校
構
想
」
は
見

直
す
べ
き
で
す
。

は
県
内
に
３
校
あ
り
、
昨
年

度
、
「
相
模
原
市
立
大
野
南

中
学
校
分
校
」
が
開
校
し
ま

し
た
。

中
学
校
夜
間
学
級
は
、
義

務
教
育
を
終
了
で
き
な
か
っ

た
人
や
不
登
校
等
の
事
情
か

ら
実
質
的
に
十
分
な
教
育
を

受
け
ら
れ
ず
学
校
の
配
慮
等

に
よ
り
卒
業
し
た
人
、
さ
ら

に
は
日
本
で
義
務
教
育
を
十

分
受
け
ら
れ
て
い
な
い
外
国

籍
の
人
を
対
象
に
、
夜
間
に

開
設
さ
れ
た
中
学
校
の
こ
と

で
す
。
全
国
に
は
不
登
校
以

前
の
「
未
就
学
」
の
方
が
全

国
で
10
万
人
い
る
と
調
査
結

果
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

年
前
に
公
開
さ
れ
た
山
田
洋

次
監
督
の
映
画
「
学
校
」
を

思
い
出
し
ま
す
。
い
ま
改
め

て
夜
間
中
学
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
、
文
科
省
は
全

国
の
自
治
体
に
設
置
増
等
を

通
知
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
市
内
の
希
望
者
が
通

学
す
る
場
合
、
夜
間
学
級
設

置
自
治
体
と
の
「
連
携
協
定
」

が
必
要
で
す
が
、
現
状
、
鎌

倉
で
は
結
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
野
議
員
は
、
三
浦
市
等

の
取
り
組
み
を
紹
介
。
早
期

に
協
定
を
締
結
し
、
よ
り
多

様
な
学
び
の
場
の
確
保
に
努

め
る
よ
う
教
育
委
員
会
に
求

め
ま
し
た
。

大
船
駅
と
藤
沢
駅
間
の

「
新
駅
」
建
設
を
含
む
「
村

岡
・
深
沢
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
基
本
協
定
」
は
、

２
年
前
の
令
和
３
年
３
月
30

日
に
神
奈
川
県
・
藤
沢
市
・

鎌
倉
市
及
び
都
市
再
生
機
構

（
Ｕ
Ｒ
、
独
立
行
政
法
人
）

と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
柏
尾

川
を
は
さ
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
枠
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
事
業
規
模
が
大

き
い
の
は
「
村
岡
・
深
沢
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
」

（
両
市
一
体
施
行
）
で
、
鎌

倉
側
は
事
業
費
２
０
５
億
円

か
ら
２
６
４
億
円
へ
と
事
業

費
が
59
億
円
増
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
な
か
に
は
原
材
料

費
12
億
円
や
物
価
上
昇
分
等

９
億
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
な
る
費
用
増
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

新
駅
建
設
等
を
含
め
る
と

総
事
業
費
３
０
０
億
円
以
上

の
大
型
公
共
事
業
と
な
り
ま

す
。
高
野
議
員
は
、
建
設
常

任
委
員
会
で
「
基
本
協
定
」

の
あ
り
方
や
法
的
な
位
置
づ

け
、
施
行
者
と
な
る
Ｕ
Ｒ
と

の
関
係
を
含
め
、
リ
ス
ク
負

担
は
自
治
体
と
権
利
者
が
負

う
こ
と
に
な
る
な
ど
、
事
業

責
任
が
不
明
確
な
問
題
を
追

及
し
ま
し
た
。

社
会
経
済
情
勢
は
極
め
て

不
透
明
で
す
。
今
後
、
事
業

認
可
へ
と
突
き
進
む
の
で
は

な
く
、
慎
重
な
対
応
を
求
め

て
い
ま
す
。
特
に
、
新
駅
建

設
は
鎌
倉
市
に
と
っ
て
必
要

な
く
、
事
業
内
容
を
見
直
す

べ
き
で
す
。


